

















































































































































































































































































































































や “ 気候の地域特性 ”、“ 栽培作物の多様性 ” などが
関係するはずである。つぎに「農業生産率」が「栄
養摂取率」をどの程度規定するかは、“備荒貯蓄のあ




“ 疫病への対応能力 ” に加えて、“ 平均結婚年齢 ” や









































































































因』を X軸として、図 8 を多数作成する中で、“ 有






































































































































































一方で、図 8の X軸（図 6の『要因』に対応する
もの）に供されるべき社会統計データに、どのよう
なものが含まれるべきなのかについては、現時点で














































的な個別事例」がもつ “共感力 ” と「浅いが広い普遍
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